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特定 小吉 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 
ガイ ド シ ス テム 送 司 機 
(総務 省 技術 基準 適合 品 


DJ-TX31 
取扱 説明 書 


本 書 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 


ー 部 機能 に つい て は 敵 社 ホー ムペ ー ジ に ある 
補足 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


アル イン コ の トランシーバー を お 買い 上 げ ば いただき 
ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ くだ た め 、 こ の 
取扱 説明 圭 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に 
つい て も 記 戦 し て いま す の で この 取扱 説明 用 は 大 切 に 保 念 し て くだ さい 。 また 、 
補足 ツー ト や 正 名 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説 明 器 と 合わ せ て 保管 し て く 
だ さい 。 ど 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製 
品 は 免許 ・ 資 格 不要 の 特定 小 電 力 無線 電話 と し て 、 各種 通信 に お 使い いた だ 
し に まき 
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まし て あり が と う ご ざ い 


時 2 


アフ ター サー ビス に 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 


例 因 どか ら で も 所 幸 で 、 サ ービス 志 ロ に つなが り 全 ず 
OO ) 7:O0 須 一 隊 ( 下 芝 び 18.00ー13:00 は 深き まず ) 


する お 問い 合わ せ は 
フリ ー ダ イア ル 了 5 語 0120-464・007 


PS0838S 
FNEHNM 


HttpZWwwllnoQ.CO.ip/「 称 子 事 誠 妃 ] や ご 的 くだ さい 、 


上 040 人 0 和 の 
人 肌 482MHo) ト ラン シー バー と は 遂 信 で き ま GA 
語 ご 使用 環境 

本 位 は 明 水 層 所 で は あり ま 


せん 。 

雨 や 呈 が 直 振 か か がら な いよ うに 使用 し 、 淵 れ た 場合 は すぐ に 乾い た 布 で 拭き 取っ て くだ さい 。 
記 、 多 湯 、 四 朋 日 光 の 当たる と ご ろ 、 紛 じん の 多い 場所 は 避け て お 使い くだ さい 。 
屋 分 退 し な いで 
特定 小吉 力 トラ ン シ ー バ ー の 改造 、 変 更 は 法律 で 振 止 ざれ て いま す 。 分 解 し た り 内 部 を 開け る こと 
は 絶対 に し な いで くだ さい 。 
BE 

は 技術 基準 造 合 品 で す が 、 使 用 旭 所 に よっ て は 昧 わが | を 引き 起こ すこ と が あり 
まき: 六 の よう な 所 で は 信用 し な いで くだ SL 
(航空 人 内 、 治 地内 、 新 昌 両 内 中 総局 周辺) 
日 本 国内 で の み 使用 で きま す 。 
This praduot iS nernittad for uSe jn Japan oniy、 
蘭 通 信貴 離 
週 信 で きる 距 記 は 周囲 の 状況 や 送信 出力 に よっ て 
大 きく 異な り まず 。 
・ 混 上 、 田 頂 な ど 条件 の よい 所 : 5OOm ま た は それ 以上 
・ 河 尿 な ど 竹 害 物 の な い 平地 。 :3OOm-5OOnr 下 度 
・ 史 軸 し の よい 道 、 郊 外 の 住宅 地 : GOOm 程 度 
・ 市 千 地 の よう な 語 害 物 の あい 所 : 100m 可 明 


是 障 害 物 
本 機 に : は 人 が 語 いた め 、 に ビル : k ド 
人 に 抽 さ 社 で いる 私 は 商 問 に ビル や 格 脚 、 ま た は 山 や 丘 彼 等 の 際 害 物 が ある 
Li 関す 届け 拓 取 で 和 村人 

で 約 8 秒間 キー 操作 が な いと この 維 能 が 動作 し ます 。 
人 を 和信 す る か キー 操作 が お こ な わ れる と バッテリー セー プ は 明 際 され ます 。 
バッ デリ ー セ ー ブ 動 に 信号 を 選 何 す る と 、 通話 の 始め が 記 切 れる 場合 が あり ます が 異 淀 で は あ 
国 答 池 に つい て 
の 生計 ど 合同 に な れ ま せん 

電圧 、 容 抽 、 法 な どの 仕様 が 商社 貞 品 と 合わ な い お そ れ が あり 、 故 障 の 原因 と な り ま 

アル カリ 束 電池 の 人 を お 入ら し ます 。 マ ン ガン 和 は が が さく 人 8 がく 将 り ます 。 
征 第 三 者 に よる 拉 受 
電波 を 使用 し て いる 関係 上 、 無線 機 問 の 通話 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻止 する こと は で さき ませ 
ん 。 そ の た め 擬 宙 を 要する 血 誠 な 周 角 に 使用 する こと は お 拓 め で きま せん 。 
一 グル ー プ トー ク 歓 能 に つい て 
従来 製品 と グル ー プ トー ク に よる 週 話 を お こ な っ た 了 . 会 話 が 導 切 れる こと が あり まず. 


この よう な 場合 は 革 社 ホー ムペ ー ジ に 載 し て ある 「 ト ー ン マー ジン 撤 張 操作 を お こない 週 話 を お 
開 し くだ さい 。 


ーー に も キー コ 
安全 上 の ご 注意 
製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 有 安全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


て の 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 
へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 
うに な っ て いま 5 内 容 を よく 埋 記し て か 本文 お 誤 み くだ さい 。 

ジー 表 直 示 の: 無味 - 

この 表示 を 才 利 し て 謗 っ た 取り 抜い を する と 、 人 が 死亡 また は 第 偽 を 負う 人 危険 
が 差し 迫っ て 生じ る こと が 規定 され る 内 内 を 示し て いま す 。 

この 家 示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 電 坊 を 負う 可能 
性 が 想 定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 

と の 表示 を 無 損 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 個 因 を 負う 可能 性 が 想定 さ 
れる 内 容 、 お よび 物 的 損 需 の み の 発生 が 想定 ざれ る 内 容 を 示し て いま す 。 
表示 の 商 : 昧 : 

は 、 注 意 に 生生) 在 利 す 内 容 : 5 が ある こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 

の 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ちる こと を 告げ る も の で す 。 

還 の 中 や 近傍 に 異体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 

登 記 写 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 

留 の 中 に 邊 体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC アダ ブタ ー を コン セン ト か ら 抜 
け ) が 沙 か れ て いま す 。 

本 展 品 の 故障 、 癌 動 作 、 不 具合 . ある い は 合 第 な どの 外部 展 因 に て 髄 信 な どの 様 会 た 先 っ た た め に 生じ た 描 
守 な どの 純 料 経済 損 志 に つき まし て は . 当社 は 一 切 その 資 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


人 警告 


還 使 用 環境 ・ 奈 件 


ご の 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 
み で す 。 国 外 で は 使用 で きま せん 。 
Q This product is permitted far use In 

J8pan only. 


どの 癌 を 人 仙人 ど の 目的 で 使用 し 
、 万 一 、 故 際 ・ 則 作 が 還 で 
人 か 全 わ れる とか が 生 っ でも 盲 造 元 
《》 よび 販売 元 は その 東 任 在 負う も の で は あ 
り ま せん 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と 
も に 宣 近 距 で 複数 台 使 用 し な いで くだ 
半 い 。 お 互い の 影 に より 故 隊 ・ 談 動作 ・ 
不具 合 の 限 因 と な り ま す 。 


この 製品 を 回 ら か の シス テム や 部 子 概 器 
の 一 部 と し で 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 

人 いる 上 人 不具 合 が 生じ て も 抽 造 
元 お よび 販売 元 は その 抽 任 を 負う も の で 
は あり ませ ん 。 


館 子 家 器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 鐵 波 隙 導 に より 機器 の 故障 ・ 誤 動作 
の 原因 と な り ま す 。 


自動 車 な どの 運転 中 に 使用 し な いで くだ 
きい 。 交通 事故 の 原因 と な り ま す 。 

運転 震 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 
に 止め て か ら ど 使用 くだ さい 。 携帯 型 無 
線 機 な 運 寺 紗 が 走行 中 に 使用 する と 道路 


交通 法 癌 反 で 名 せら れ ま す 。 


付属 品 と 取り 付け 方 


付属 品 を ご 確認 くだ さい 
ロベルト クリ ッ プ (ネジ 1 本 ) 
口 保証 書 


取扱 説明 器 (本 必 ) 


① 電 池 カ バー を 取り 外す 
ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 向 や に ス ライ ド さ せ 、 
電池 カバ ー を 下方 向き に スラ イド させ て 取り 
外し ます 。 

@ 電 池 を 装 六 する 。 
市 販 の 単 三 形 乾 電池 また は 、 ニ ッ ケ ル 水 索 充 
電池 (EBP-1 79) を 内 弄 の 「+」「-」 の 表 
示 に し た が っ つて 装 落 し ます 。 

@ 相 池 カ パー を 取り 付け る 。 
電池 カバ ー の マー ク と 本体 の 4 マー ク な 合 
ね わせ て 上 出 〇 に スラ イド させ 、 ロ ッ ク カ バー 
を 矢印 の 方 向 あ に スラ イド させ ます 。 きち ん 

| まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


指定 以 欠 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 
リー 症 品 を 接続 し な いで くだ さい 。 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


ズポン の 恨 ポ ケッ ト に 入れ な いで くだ さ 
い 。 ト ラン シー バー に 無理 な 力 が 加わ る 
と 壇 れ る 恐れ が あり ます 。 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 友 虜 や 衣 最 に 付 痛 し 
た と き は 、 皮 膚 に 障害 を 起こ す お それ が 
あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 
流し て くだ さい 。 


角 空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 両 肉 、 
中 継 局 周辺 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 族 送 の 受信 
に 支障 を きた し た り 、 意 手機 器 が 故障 ・ 
誤動作 する 原因 と な り ま す 。 
病院 や 医療 機関 で は 、 医 療 指 回 な ど に 支 
嫌 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 管 理 者 の 衝 
可 の も と ご 使用 くだ さい 。 

無線 機 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な 
る 訳 動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は ー 
切 その 次 任 を 負い か ね ね ます の で ご 了 涼 く 
だ さい 。 


暑 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あらかじめ 音 
盟 を 下げ て くだ さい 。 肛 力 障害 の 原因 に 
な る こと が あり ます 。 イ ヤ ホ ン を 耳 に 表 
菊 す る 際 、 静 電気 が 放電 する と と が あり 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 

この トラ ン シ ー パ ー は 調整 済み で す 。 特 
定 小 第 力 ト ラン シー バー を ユー ザー が 改 
: 補 時 する ご ほ 府 電導 され て い 


布 や 布団 で 杏 っ た り し な いで くだ さい 。 
台 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火災 
の 原因 と な り ま す 。 赤 人 射 日 光 を 避け て 風 
遂 し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


水 を が けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また ぬら さ な い よう に 注意 く だ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 政 障 の 原因 と な り ま す 。 
水 な ど で ぬ れ や すい 場所 ( 周 呂 場 な ど ) 
で は 使用 し な いで くだ さい 。 火 災 ・ 感 鑑 ・ 
敬 障 の 項 因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 客 
器 識 置か か いで くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 
た 、 火災 ・ 感 寺 ・ 故 簡 の 尿 
因 と な り ま す 。 


層 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF 
に し て 、 電 活 を 取り 外し 、 充 電器 を ど 使 
用 の 場合 は 、AC アダ ブタ ー を ACG コン 
セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 
の まま 重用 する と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 
原因 と な り ま す 。 泡 理 は お 買い 上 げ の 販 
" 売店 、 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 連絡 
くだ さい 。 お 客 様 に よる 多 理 は 、 違法 で 
すか ら 、 綴 対 に お 止め くだ さい 。 


還 異 常 な 斉 が し た り 、 弟 が 出 た り 、 変 な 
軸 い が する と き 

画 活 と し た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た 
と き 


置 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 
画 AC アダ プター の コー ド が 傷ん だ と き 
( 忘 根 の 号 出 や 断 珠 な ど ) 


側が 際 り 出し た だ ら 安 全 の た め 本 価 の 党 源 
を DFF に し 、 充 電器 を ご 使 用 の 場合 は 
AP アダ ブタ ー を AC コン セン ト か が ら 抜 
いて 、 ご 使用 を お 持 え く だ さい 。 


芋 充 中 器 の 取り 扱い に つい て 


握 呈 以外 の 吉 正 で 使用 し な いし 
火災 ・ 感 井 ・ 故 障 の 


充電 器 の AC プラ グ の コー ド を タコ 足 配 
線 し な いで くだ さい 。 加 束 ・ 発 火 の 原図 
と な り ま す 。 


ぬれ た 三 で 充電 器 の AC アダ プター に 名 
れ た り 、 抜 き 半 し し な いで くだ さい 。 感 
坦 の 原因 と な り ま す 。 


充 國 器 の ACG アダ プター を 、AC コン セ 
ント に 確実 に 差し 込ん る で くだ さい 。AC 
アダ プター の 刃 に 人 金具 な ど が 触れ る と 、 
火災 感電 ・ 故 了 の 原因 と な り ま す 。 


充 赴 応 の AC アダ ブタ ー の 丸 に 、 ほ こり 
が 付 薄 し た まま 使用 し な いで くだ 半 い 。 
ト や 加 率 に より 火災 ・ 感 夫 ・ 故 陣 
因 と な り ま す 。 


の 原 | 


上 寺 下池 お よび 充電 話 


充電 池 、 充 電器 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 下記 の 通り で す 。 


例 ニ ッ ケル 水 ※ 充 電池 
・EBP-178(1.8V 1900mAh) 
人 @ 連 結 用 AC じ アダ プター : EDC-18g 


介 シ ング ル 充 電器 セッ ト : EDC-185A 
介 ツ イン 連結 充電 器 セ ッ ト : EDC-186A 
介 ツ イン 連結 売 軍 ス タン ド : EDC-186R 


充電 池 は 出荷 時 に は 十分 に 充 起 さ れ て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充 偏 し て か ら ど 使 


用 くだ さい 。 充電 語 の 動作 温度 胃 因 は 、 0C 


ーー+40C で す 。 


する の に 翌 す る 時 間 は 約 6 時 間 で す 。 


シン グル 充電 器 (EDC- 185A) の 使用 方 法 …………… 
① ト ラン シー バー に ニッ ケル 水 崇 充 吉池 (EBP-179) を 装着 し ます 。 


AGC ア ダ プ ター の プラ グ を 充電 器 痛 面 の ジ 


ャ ッ ク に 接続 し ます 。 


⑧AC ア ダブ ター を 寮 居 用 コン セン ト AC100V に 接続 し ます 。 


トランシーバー を 充電 品 の ポケ ッ ト に 筑 入 
灯 し ます 。 充 器 中 は トラ > 
⑤ 充 吉 が 完 


し ます 。 充電 が 開始 する と 到 


シー バー の 間 源 を 切っ て くだ さい 。 
了 す る と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


AC ア ダブ ター 


リフ レッ シュ ボタ ン 


AC ア ダ プ ター 


: 電池 の 極性 に 3 

・ 明 人 凍 有 し な いと る は 、 打 
共 一 本 体 か ら 取り 出 届く 
・ ア ルカ リ な < 高 性 能 乾 の 用 を お すす めし ます 。 


・ ト ラン シー バー か ら 取 り 外 し て 充 束 池 の み を 充電 する こと も で きま す 。 


・ 本体 及び 充電 器 の 端子 は と きど 寺 電 いた 布 で 掃除 し て くだ さい 。 


汚れ て いる と 接触 不良 の 原 


と な り ま 


・ 充 吉池 が 異常 の 場合 、 赤 名 ラ ンプ が 点 肖 (エラ ー) し ます 。 


條 注意 
画 使 用 狂 境 ・ 打 件 


テレ ビ ヤ ラ ジオ の 近く で 科 用 し な いで く 
() だ さい 。 電 没 了 き を 与え た り 、 到 けた り 
する と と が の り ま す 。 


温度 の 高い 場所 、 ほこ り の 多い 場所 、 属 
較 し の 悪い 場所 に は 罰 か な いで くだ さ 

ce 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと 
が ます 


ぐら つい た 台 の . よ や 傾い た 所 、 振 動 の 多 

Q い 場 所 に は 義 か な いで くだ さい 。 抄 ち た 
り 、 倒 れ た り し て けが の 操 因 と な る こと 
が お あります 。 


直射 日 潜 が あたる 場所 や 了 の ヒー ター の 
吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 混 度 が 高く な る 
場所 に は 芝 か な いで くだ さい 。 内 部 の 温 
度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 
し た り 、 火 災 の 原因 と な る こと が あり ま 
す 。 


宙 理 台 や 加 泥 品 の そば な ど 油 考 や 湯気 が 
当たる よう な 場所 に は 宮 か な いで くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 中 ・ 故 店 の 原因 と な る こと 
が あり ます 。 


硬 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 


アン テ ナ を 誤っ て 目 な ど に ささ な いよ う 
に し て くだ さい 。 


イヤ ホン / マ イク ロホ ン 端 子 に は オブ 
ショ ン の イヤ ホン 7 マイ クロ ホン 以外 は 
接続 し な いで くだ さい 。 改 障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと ぎ は 、 安 全 の 
た め ゆめ 必定 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 填 

人 せな RD 外 し 、 先 人 を ご 使用 の 場合 は 
AC アダ プター を AO コン セン ト か ら 抜 
いて くだ さい 。 


玉 沈 電器 の 取り 扱い に つい て 


充 吉 器 の AG アダ プター を 抜く と き は 、 
コー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 隆 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す 。 必 ず AC アダ プター を 持つ て 抜 ・ 
いて くだ さい 。 


充 男 器 の AC アダ ブタ ー を 熟 器具 に 近 づ 
け な い で くだ さい 。 次 災 ・ 類 蛍 ・ 故 障 の 
な る こと が あり ます 


玉 保 守 ・ 京 栓 


お 手入れ の 謙 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 
電源 を OFF に し て 、 和 電池 を 取り 外し 、 
充電 器 を ご 使 必 の 場合 は 、AC アダ プター 
を AD コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


本 体 や 充電 器 の ケー ス は 、 開 け な い で く 
だ さい 。 け が ・ 克 ・ 故 障 の 原因 と な り 
ます 。 内 部 の 検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス セン ター に 


で 依頼 くだ さい 。 
汚れ た 場合 は ら か いれ いな 布 で 乾 拭 
き し て くだ さい 。 
ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 淡 剤 


な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する 私 れ 


1] が お あり ます 。 


洗浄 剤 な ど を 直接 無線 概 に 吹 守 付け な い 
で くだ さい 。 

後 器 内 部 に 浸 洋 し 攻 隙 の 原因 と な り ま 
す 。 


製造 番号 ラベ ル を は が さ な い で くだ さ 
い 。 

婦 湾 番号 が わか ら な いと 保証 サー ビス を 
お 脱 け 頂く こと が で きま せん 。 


イヤ ホン マイ ク な どの ケー ブル は 、 時 々 
軽く 混 ら せ た 布 で 反 い て くだ さい 。 汗 は 
ケー ブル を 労 化 させ る 原因 に な り ま す 。 


Capyrieht resgrved. AlincO,InC. 
Printed in China. 


衝 繋 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 故障 
の 坦 合 は 、 保 証 対 象 外 に な り ま す 。 


ツイ ン 連 結 充 電器 (EDC-186A/R) の 使用 方 法 ……… 

連結 充 宙 する と 寺 は 、 必 ず 連 結 用 AC ア ダ 
一 (EDC-162) が 政 要 で す 。 

最大 で 5 台 連 結 し 、 ト ラン シー バー を 最 
大 10 台 同時 に 発 写 する こと が で きま す 。 

① 序 電 ス タン ド ど うし を 連結 し ます 。 ロック 
レバ ー が 固定 され て いる こと を 確認 し て く 
だ さい 。 

@ 充 電 ス タン ド 癌 面 の コネ クタ を 接続 し ます 。 

AGC ア ダ プ ター の コネ クタ を 、 端 の 充電 ス 
タン ド の コネ クタ に 接続 し ます 。 

④AC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト AGC10 
OV に 肖 続 し ます 。 

⑧ ト ラン シー バー を 充電 器 の ボケ ッ ト に 挿入 
し ます 。 


充電 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ま 


AC ア ダ プ ター 
(EDC-188) 


連続 送信 の ガイ ド シ ス テム に つい て 

本 機 を 送信 機 と し 、 別 売 の 受信 機 DJJHX31 と 組み 合わ せ て ガイ ド シ ス テ 
ム を 醒 成 する こと が で きま す 。 

B1g ー B29 チャ ン ネ ル を 選択 する と 送信 出力 が 自動 的 に ロー パワ ー 
1mW と な り 、3 分 拓 陣 の 無い 連続 通話 が お こ な え ます 。 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 
分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) …………… "is 


L10 一 1.18 チャン ネル (ルイ バ ワ ー 10mW) で 信 する 場合 、 送 信 、 受 信 合 わせ て 3 
分 以内 で す 。 
10 秒 前 に 鷺 告 音 が 噂 り ま す 。 通 信 時 間 


合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 便 止 し ます 。 


キャ リア セン ス ( 受 
一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は [PTT] キ ー を 押し て も 送信 で きま せん 。 


で きま せん ) ……… 


受 


に [PTT] キ ー を 押す と アラ ー ム 畜 が 鳴り 、 送 人 でき な いこ と を お 知ら せ し ま す 。 


各部 の 名 前 と は た らき 


前 面部 TYPYTYYYYYY て TYP TTY] YY 
アン テ ナ 
ンー アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 
| いま す 。 
に 
電源 ラン プ (アップ) キー 
電 湖 を 入れ る 赤く 京 条 し 普 量 を 上 げ る と き に 押し ます 。 


志す 。 
電池 残 人 が 少な く な る と 京 
湾 し ます 。 


(ダウン) キー 
電源 スイ ッ チ ーーー 青 器 を 下げ る と き に 押し ます 。 
上 方 向 に スラ イド させ 
る と 暑 源 が 入り ます 。 


外部 イヤ ボン 端子 (3.5) 


の て ⑩@ 1 
( ) ゅ め ) 『 スト ラッ プ 取 り 付け 用 ヒン ジ 


外部 マイ ク 端 子 (8.5) 


【 メモ 】 イヤ ホン 断線 検知 機能 
電源 起動 晴 に イヤ ホン が 有 断 線 し て いな いか 自動 で 検知 を お こない ます 。 
も し 断線 し て いれ ば 、 ラ ンプ が 赤色 と 緑色 に 交互 点滅 し て 異 沿 で ある こ 
と を お 知ら せ し ま す 。 


0 イヤ ホン マイ ク の ケー ブル は 引っ カ 
" くださ Lu 


ブー ザイ ゴー ベル トク リッ プ 取 り 付け 穴 


ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 
加 ライ ド さ せ て 
EE ド さ せ て 取り 設 吉 スイ ッ チ 1 
各 笑 比 能 を 設定 する と き に 凍 
用 し ます 。 


電池 スロ ッ ト 
市 坂 の 単 三 形 乾電池 ま た は 
ニッ ケル 水 豪 充電 池 (EBP- 
179) を 装 六 し ます 。 


設定 スイ ッ チ ら 
チャンネル を 設定 する と き に 
使用 し ます 。 


全 39 ル ト クリ ッ プ を な 后 用 する 前 、 が が ん だ り 二 っ た り し た 時 に アン テ ナ や 
ラク に 提 な 坊 が 如 わ ら な い 位置 に トラ ンジ シー バー を 直属 し て くだ 


= 


設定 スイ ッ チ … 


1 ] ー 1 を BZ9 チャ ン ネ ル ・ ロ ー パ ワー 1mW、3 分 制限 な し 電 誠 が 入ら な い 。 | 電池 が 消 衝 し て いる 。 新しい 器 池 と 交換 し て くだ さい 。 
ら | グル ー プ (トー ン ) 設 定 OFF、1ー フ OFF に LI0 一 18 チャ ン ネ ル : バイ パワ ー 10mW、3 分 制限 あり 表示 が 消え る 。 ーッ ケル 充電 包 欧 還 し て く 
加 ーー omos mama raaaagan ramamae = だ さい 。 = 
ィ VOX( 人 検出 和 重 送信 | OFF ] に 回 凶 開 還 lz4 軸 職人 昌 le MA れ が 間違っ て い | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
= 一 一 操作 音 . アラ ー. Lo d "mrnurro デ rrmtrrrr ころ 
ーー 人 人 竹 アラ ー ム 高 ) | CN 四 ロ 斉明 な い 。 | 得 全 が 低 す ぎる 。 導 切な 凍 に 調 竣 し て くだ さい 。 
k 過 
に 】 コン パン ダー( パ ッ ク ノ イズ 信 浅 ) ON 隊 間 ーー ーー F Pr 受信 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
ア | エン ドビー( 人 人 絵 了 癌 OFF 有 sm 還 旨 較 織 | グル ー プ 号 が 違う 。 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て くだ さじ し 
8 人 = ター) SF 財 5 = 相手 と 距 茜 が 散れ すぎ て い | 場所 を 移動 し て 通信 し て くだ さい 。 
BS( バ ッ テ リ ー セ ー 隊 る 。 
| FRrLJh nt nn. Fri い vv LR- 
10 | 和 選 所 (アル カリ 電電 地 / ニ ッ ケル 水池 ) | アル カリ 昌 地 凶 Em | 置 で き な い 。 | 信号 を 受 誠 し て いる 。 居 呈 が な く な っ て か ら 送 信 す る か 、 
ag 敵 pe | 陣 還 lp 較 昌 ee 陣 昌 | au チャ ン ボ ネル を 記し て くだ さい 

項目 : に | 初 財 設定 スイ ッ テ ら rorr 2mmm io 8 分 の 通信 時 間 制 限 を 超過 |[PTT] キ ー を 栗 し 、8 秒 経過 し て か 
H 5 語 iam ae し て いる 。 ら 送 信 し て くだ さい 。 
四 s 計 軸 生 Ts an B27 還 ロ 各 電 し な い 。 | 充 電子 が れ て いる 。 | 売 二 喘 子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 
ls ls| 半 | 誠 骨 he 居 環 lm 出 間 2 
4 s 思 ココ | 円 ニッ ケル 水 索 売 電池 が 正 し | ニッ ケル 水 売 十 池 を 正しく 入れ 
3 Sa [日 uerawagn Lasuraaan mamaman て 計 着 さ れ て いな い 半 し て くだ さい 
8 | BTriーLF 写 @ ロ 病 聞 lm 間 軸 間 四 聞 聞 申 了 用 人 用 し そい | 用 の 2 電池 人 用 し で く だ さ 


罰 チ ャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス の 両方 の 8 アチャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 


覧 くだ さい 。 


| 各 租 受 に つい て の 詳し い 内 容 は 、 猟 社 ホー ムペ ー ジ を 


http:7AwwwralincO.COJp/ …「 電 了 聖 業 部 ]「 ダ ウン ロー ド ]」 


其 本 操作 


本 機 の 基本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 

題 電源 を 入れ る 

向 源 スイ ッ チ を 矢印 の 方 向 に スラ イド させ ます 。 

一 電源 ラン プ が 赤く 点灯 し ます 。 
回 斎 を 調整 す る 

[^/ マ ] キ ー を 押す 。 

キー を 押す と 、「 ビ ッ 」 と いう 音 が 聞こ えま す の で 適切 
な 音量 に 調整 し て くだ さい 。 

請 調整 は 0…30 の 31 段階 で 、 初 期 状態 は 「10」 に 


設定 され て いま す 。 


> メモ 】 キー を 押し 続け る と 作 誤 し て 音 聖 が 切り 部 わり ます 。 
【 ム デマ キー を | ' す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 関 こえ 彰 旦 の 目安 と な り ま す 。 過 切な 音 


時 に 調 到 し て くだ さい 。 


相思 を 大 きく し 周 ぎ る と 務 力 際 宮 の 原 
だ さい に 


画 送 信 す る 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 礁 認 し て か ら 、 外 部 マイ ク の [PTT] キ ー を 押し て くだ さい 。 
[PTT] キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


[PTT] キ ー 可 すず と ・ 受 信 待 ち 受 け 状 朋 に な り ま す 。 
置 受 信 す る 
電波 を 受 人 する と イヤ ホン が ら 祖 手 の 声 が 聞こ えま す 。 


メモ 柄 に は テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー 和 能 が 扶 載 ご され て お り 受 信 終 了 陸 の 「 ザ プッ] と いう ノ ィ 
ズ が 低 洲 され て いま す 。 
(テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー 機能 を 搭 培 し た 擬 器 身 の 退 話 に お いて の み 有 有効 ) 


陣 軸 剛 人 記 也 員 sw 四 有 


・ ス イッ チ の 切り 益 え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い くだ さい 。 
ナイ ウフ の よう な 鋭利 な も の で は 、 ス イッ チ を 破損 し 、 故 障 の 原因 と な り ま す の 
で ど ご 注意 くだ さい 。 
・ 無 効 な 組み 合わ せ ( 設 定 ) の 場合 は 、IB 12] と な り ま す 。 


コー ルト ー ン 機能 人 ir 


送信 中 に A ま た は マキ ー を 押す と 、 呼 び 出し 痛 が 鳴り 相手 を 呼び 出す こと が で 
寺 ま す 。 人 と マキ ー で は 音色 が 異な り ま す 。 


6 芋 き ヒープ 斉 を OFF に し て いる と き 、 呼 び 出し 普 は 只 り ませ ん 。 


グル ー プ トー ク 機 能 (設定 スイ ッ チ 1) で い eeeooeoetootetttt 


同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 設定 し 
ます 。 


還 グ ルー プ 番 号 の 設定 
グル ー プ 番号 は 、 ) 7 まで の 7 手 類 で す 。 


HH 肌 | 人 ー フ 94 


過 山 2wsee 


回 遇 語 クーee | 病み mm 


| 陣 員 >se> | 半 過 則 ツー2es 


・ 他 の 時 社 朋 トラ ン シ ー バ ー の グル ー プ 番号 1 と 共通 で す 。 
・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと が あり ます 。 
・ グ ルー プ ト ー ク 揚 能 を 設定 し て いな い ト ラン シー バー は 通話 音 は 聞こ えま す が 、 
グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 し て いる グル ー プ と は 通話 で きま せん 。 


本 機 を 送信 機 に 、 別 売 の DJ-RX31 を 受信 機 と し て 双方 を 同じ チャ ン ネ ル に 設 
定 し ます 。 

B18 - B2B チャ ン ネ ル を 選択 する と ロー パワ ー(1mW) に な る た め 通 話 距離 
は 短く な り ま す が 、3 分 制限 の な い 連 続 通 話 が お こ な え ます 。 


減 電池 表示 TFT YY で YYPTTYYYTKTY PT 


電池 の 残 時 が 少な く な る と 赤色 ラン プ が 点滅 し ます 。 赤色 ラン プ が 点 洲 し まし 
た ら 、 乾 電池 を 交換 また は ニッ ケル 水 索 充 吉池 を 充電 し て くだ さい 。 


・「 大 き な 音 が 鳴る と 赴 源 が 切れ る 」「 オ ン オ フ を 繰り 返す 」 な どの 症状 が 出 た 場 
合 も 電池 の 消耗 が 考え られ る た め 、 新 し い 起 池 と 交換 また は ニッ ケル 水 察 充 
電池 を 元吉 し て くだ さい 。 

・ 電 池 選 択 設定 を 妥 っ て いる と 正しく 減 電 池 表 示し な いこ と が あり ます の で ご 
注意 くだ さい 。 


電池 が 消 攻 し て いる と まれ に 昭 動 作 す る こと が あり ます 。 ニッ ケル 水 業 充 赴 池 を 充 中 
も し く は 新 じ い 武 辿 に 交換 し て くだ さい 


座 終 了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補 修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な り 、 修 理 が で き な い 場合 も わり ます の で ご 
了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生 雇 終 了 後 ち 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 


EBP-179 ニッ ケル 水 宗 充 役 池 (1.2V 1800mAh) 
EDC-185A シン グル 充電 器 セ ッ ト 

EDC-186A ツイ ン 運 結 充 側 器 セッ ト 

EDC-186HR ツイ ン 連 結 充 写 スタ ンド 

EDC-138 AC ア ダブ ター (EDC-185A/ 186A 付 属 吊 の スペ ア ) 
EDC-168 ツイ ン 連 結 充 十 器用 AC ア ダブ ター 
EMS-58 (※ 1) スピ ビー カー マイ ク 

EME-81A イヤ ホン マイ ク (グレ ー) 

EME-81AB イヤ ホン マイ ク (ブラ ッ ク ) 

EME-29A イヤ ホン マイ ク ( 耳 か け 型 ) 

EME-30A イヤ ホン マイ ク (ブー ム 型 ) 

EME-31A 、 イヤ ンマ イク (マイ クロ ) 

EME-34A イヤ ホン マイ ク (カナ ル 型 ) 

EME-38A 敵 喉 イ ヤ ホ ンマ イク 

EME-48A ヘッ ド セ ッ ト 

EME-49A イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
EME:S1A イヤ ホン マイ ク ( 耳 か け 型 ) 

EME-52A イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
EME-53A(※ ら ) ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト 

EME-57A イヤ ボン マイ ク (カナ ル 型 古 か け 型 ) 
EME-8 スト レー トコ ー ド イヤ ホン (オー プン エア ) 
EME-26 カー ルコ ー ド イヤ ホン (オー プン エア ) 
EME-50 スト レー トコ ー ド イヤ ホン ( 耳 か け 型 ) 


(※1) スピ ー カ ー マ イ ク は VOX 比 能 、 コ ー ル バッ ク 携 能 、PTT ホ ー ル ド 携 能 が 使用 
で きま せん 。 
(※ ら ) バイ ク 用 へ ヘルメット に は 使用 で きま せん 。 


泊 周 


レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 481.8125 41.9125MHz (送信) 
440.2685 一 440.3625MHZ( 受 信 ) 

ビジ ネス チャ ン ネ ル | 421.5750 一 421 ・7875MHz( 送 信 ) 
440.0850 一 440.8375MHz( 受 信 ) 


. 帝 . 製 . 式 | F3E(FM) 
送信 出力 | 1GmW/1mW 
受 信 , 感 謙 ..| -14dBu (18dB SINAD) 
交 : 電 理 : 力 |] 50mW 以 上 (8 人 劉 荷 時 ) 
通 : 信 方 : 葉 ::] 半 捉 信 方 式 
定格. 題 圧 : | DC15V 
動作 温度 秋 囲 : | -10C 一 +50C (但し 充 赴 は OCG 一 40C) 
滞 法 :.| 52.8W)x73.8(H) x 1 4.6(D)mm( 察 起 物 除く ) 
重 量 ::| 約 64g (昌三 形 患 池 含む ) 


・ 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 

・ 本 書 の 説明 用 イラ スト は 、 実 物 と は 字体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 省略 し て 
いる 場合 が お あり ます 。 

本書 内 部 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無 著 転職 する こと は 禁止 され て いま す 。 


LIMCOD 


/ ` 


g こ に ココ 
安全 上 の ご 注意 
製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 | を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


この 取扱 説明 順 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ 笠 、 あ な た や 他 の 和信 々 へ の 信 害 や 財産 
へ の 摂 失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 家 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 
うに な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 

皿 : ーー 表示 の: 意 : 味 遇 8 
この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 全便 を 良 う 久 険 
が 送 し 迫っ て 生じ る と と が 引 定 され る 内 容 を 示し て いま す 」 

この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 里 働 を 負う 可能 
性 が 幼 定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 

の 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 乙 を 負う 可能 性 が 息 定 さ 
れる 内 容 、 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


人 記号 は 、 注 意 ( 臣 喘 ・ 贅 告 宮 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ ける も の で す 。 
劉 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 

〇 記号 は 、 行 為 の 茜 止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 

中 や 近傍 に 具体 的 な 禁止 内 容 が 描か れ て いま す 。 

人 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る も の で す 。 

図 の 中 に 貞 佑 的 な 指示 内 容 ( 諾 図 の 場合 は AC アダ プター を コン セン ト か ら 扱 
け ) が 描か れ て いま す 。 

本 悦 吊 の 赦 障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 合 希 な どの 外部 要因 に て 通所 な どの 側 会 を 失っ た た め に 生じ た 
害 な どの 絢 析 経済 損 辻 に つき まし て は 、 当社 は 一 切 そ の 責任 を 負い か 1 ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


條 警告 
筐 使用 環境 ・ 礎 件 


て の 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 
み で す 。 国 外 で は 使用 で きま せん 。 

This product is nermitted for use In 
J8pgn onIV 


と の 製品 を 人 命 表 助 な どの 邊 的 で 使用 し 
て 、 休 一 、 改 障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 人 
が 失わ れる こと が あっ て も 、 製 造 元 お 
本 届 示 は だ の 真介 8 の で 


特定 小 電 力 ガ イド シス テム 受信 機 


DJ-RX31 la ぼ 
取扱 説明 書 


本 書 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 【、 


一 部 機能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ に ある 
補足 説明 貫 を ご 覧 くだ さい 。 


ヽ 


AN 


アル イン コ の 受 合 機 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 本 
製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使 用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 
雷 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ア フタ ー サ ービス な ど に つい て も 
記載 し て いま す の で この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ま た 、 補 足 
シー ト や 正誤 青 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 虹 品 は 特定 
小 電力 トラ ンジ シー バー の 受信 機 と し て お 使い いた だ け ま す 。 


Ne ノ 


誰 PJ し イー コ 株 式 会 社 生子 事業 部 


東京 崎 半 〒103-0027 東京 導 中 央 区 日 本 橋 2 目 3 番 4 号 日 本 栓 プラ ザビ ル 14 席 TEL03-3276-5888 
大 阪 営 基 放 〒541-0043 次 販 市 中 央 区 高 及 棋 4 丁 目 4 番 9 号 泌 尽 換 ダ イ ビ ル 13 隊 TEL06- 
指 団 党 押 所 812-0013 所 隊 市 人 用 区 幸多 駅 束 2 丁 目 13 員 34 号 エコ ー ビ ル 2 且 TEL097 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 


この 製品 を 何ら か の シス テム や 欠 子 器 
の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 

《⑩ いか な る 急 動 作 ・ 不 暴 合 が 生じ で も 角 和 
元 お よび 販売 元 は その 質 任 を 負う も の で 
は あり ませ ん 。 


電子 指 器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 電波 障害 に より 擬 器 の 故 随 ・ 銀 動作 
の 原因 と な り ま す 。 


自動 車 な どの 宮 転 中 に 使用 し な いで くだ 
さい 。 交通 事故 の 原因 と な り ま す 。 


と の 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 概 と と 


1 同 し も に 下 近 錠 で 補 と くだ ら 
1 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル GE 0180.464-007 に 和 が 人 する と な は 人 な 人 
: 0 1689 こむ 15500ー1235 な きす) PS08318 で 軸 合 の 大 回 と な り ま す 。 線 衝 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道中 
H wa alinco.GGJjp/「 陣 宮下 放 」 を ご 私 く だ さい 。 1 FNELNM 交通 法 六 反 で 前 せら れ ま す 。 
し 1 
付属 品 と 取り 付け 方 

CB 人 は だ 

) ら ロ ネ ッ クス トラ ッ プ ロイ ヤ ホ ン (EME-50) 
雨 や 折 か 直接 が か ら な いよ うに 使用 し 、 滑れ た 場合 は すぐ に い た 布 で 拭き 取っ て くだ さい 。 
剖 、 多 光正 晶 光 の 当たる と ころ 、 簡 じ ん の 多い 場所 は 選 け て お 使い くだ さい 。 保証 書 取扱 説明 書 (本 填 ) 


馬 分 朋 し な いで 
分 和解 し た り 内 部 を 開け る こと は 絶対 に し な いで くだ を い 。 
田 ご 使用 禁止 場所 
則 R に さっ と 挟 9 二 計 を 31 誠に すこ と が あり ます < 次 の よう な 場所 で は 使用 し な い 
ご くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 洪 恒 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 ) 
日 本 国内 で の み 使 用 で きま す 。 
This produot is parmnitted for use in Japan only、 
較 受 信 嘘 見 
通信 で ぎる 本 離 は 周囲 の 状況 や 送信 出力 に よっ て 
大 きく 異な り ま す 。 
・ 海 上 、 山頂 な ど 奈 件 の よい 所 :5OOm ま た は それ 以上 
・ 沿 原 な ど 障 定 物 の な い 平 地 。 :300m-500n 相 謀 
・ 見 通し の よい 道 、 苑 外 の 住宅 地 : GOOr 各 度 
・ 市 寺地 の よう な 隊 宮 物 の 多い 


ネッ クス トラ ッ プ の 取り 付け ……… ド ドド ドド oo 
本 体 背面 上 部 に お る スト ラッ プ 用 適し 穴 に 取り 付け ます 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 
りー 刷 品 を 接続 し な いで くだ さい 、。 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


ズボン の 尻 ボ ケッ ト に 入れ な いで くだ さ 
い 。 ト ラン シー バー に 無理 な 力 が 加わ る 
と 填 れ る 恐れ が あり ます 。 


内 部 か ら 潮 れ た 液 が 友 膚 や 衣 脱 に 付 消 し 
た と き は 、 反 虜 た 障害 を 起こ す お それ が 
あり ます の で 、 す ぐに れい な 水 で 和 洗い 
流し て くだ さい 。 


航空 換 内 、 空 港 敷地 内 、 新 琴線 定 両 内 、 

中 継 局 周辺 で は 便 用 し な いで くだ さい 。 

運行 の 安全 や 無線 局 の 記 用 、 牙 送 の 受信 

に 支障 を き り 、 吾 種 開 器 が 故障 ・ 
Q 誤動作 する | な けり ます 。 

岳 院 や 医療 後 | 、 医 療 機器 な ど に 支 

陣 が な いか が 十 分 に 下 認 の 上 、 管 理音 の 許 
可 の も と ど 使 用 くだ さい 。 
無線 機 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な 
る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 
1 て の 内 作 を 朋 IO 和 ね まま の で ど げ 水 る 
だ さい 。 


還 受 信 機 本 体 の 取り 扱い に つい て 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あらかじめ 彰 
号 を 下げ て くだ さい 。 聴力 箇 害 の 原因 に 
な る こと が あり ます 。 イ ヤ ホ ン を 古 に 到 
着 す る 際 、 静 赴 気 が 放 逢 する こと が あり 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 


本 機 は 調 球 済 み で す 。 分 解 し た り 内 部 を 
開け る こと は 向 対 に し な いで くだ さい 。 


や 団 で 履 っ た り し な いで くだ さい 。 
熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火 奴 
の 原因 と な り ま す 。 直射 白光 を 避け て 風 
通し の 良い 状態 で 使用 くだ さい 。 


水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また ぬら ざさ な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
火災 ・ 感 起 ・ 故 陣 の 原因 と な り ま す 。 


、 水 な ど で め れ や すい 場所 ( 央 邑 場 な ど ) 
で は 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 
人 陣 の 囚 と な り ます 。 


近く に 小さ な 釜 冊 物 や 氷 な どの 入っ た 容 
器 を か な いで くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 
中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 属 障 の 原 
因 と な り ま す 。 


往 尋 常 時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を ロ FF 
に し て 、 電 池 和 を 取り 外し 、 充 電 庁 を ご 使 
用 の 場合 は 、AC アダ プター を AG コン 
セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状態 
の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 第 ・ 故 冬 の 
原因 と な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販 
" 売店 、 ま た は 当社 サー ビス 訪 口 に ご 連絡 
くだ さい 。 お客様 に よる 修理 は 、 違 波 で 
すか ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


還 異 常 な 斉 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 
臭い が する と き 
昌夫 ケー ス を 破損 し た り し た 


回 内 部 に 水 や 良 物 が 入 つ た と | 
画 AC ア ダ プ ター の コー ド が 属 ん だ と き 
( 遍 の 出 や 也 弧 な ど ) 


雪が 鳴り 出し た らら 安全 の た め 本 体 の 電源 
を OFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は 
AC アダ ブタ ー を AC コン セン ト か が ら 抜 
いて 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


一 充電 器 の 取り 扱い に つい て 


指定 以外 の 電 正 で 使 必 し な いで くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 填 ・ 故 陣 の 原因 と な り ま す 。 


充電 器 の AC プラ グ の コー ド を タコ 足 配 
線 し な いで くだ さい 。 辺 封 ・ 発 火 の 原 因 
と な り ま す 。 


ぬれ た 宇 で 充電 器 の AOC アダ ブタ ー に 角 
れ た だ た り 、 抜 寺 差 し し な いで くだ さい 。 中 
量 の 原因 と な り ま す 。 


傘 早 器 の AC アダ プター を 、AC コン セ 
ント に 確実 に 湊 し 込ん いで くだ さい 。AC 
アダ ブ プター の 和 刃 に 金具 な ど が 角 れ る と 、 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


充 二 器 の AD アダ ブタ ー の 刃 に 、 ほ こり 
が 付 光 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 
ショ ー ト や 加 振 に より 火災 ・ 感 虫 ・ 攻 障 
の 原因 と な り ま す 。 


充電 池 お よび 充電 器 


充電 他 、 充 電器 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 下記 の 通り で す 。 


介 ニ ッ ケル 水 宗 充 電池 
: EBP-1 79(1.8V 1900mAh) 
佑 吉 結 用 AC じ アダ プター・ EDC-182 


@ シ ング ル 充 電器 セッ ト : EDC-185A 
全 ツ イン 連結 売 電器 セッ ト : EDC-186A 
欠 ツ イン 連結 充電 スタ ンド : EDC-186R 


芝 哉 池 は 出荷 時 に は 十分 に 充 議 され で て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充 中 し て か ら で 使 


用 くだ さい 。 充 吉 器 


の 動作 湿度 錠 因 は 、 0 で て +40 せ で す 。 


ケル 水 束 充 直 


で 悪 す る の に 要する 時 間 [ 


シン グル 充電 器 (EDC-185A) の 使用 方 法 …………… 
受信 指 に ニッ ケル 水 下池 (EBP-1 79) を 毅 逢 し ます 。 


電池 の 入れ 方 
① 電 池 カ バー を 取り 外す 
ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 向 ① に スラ イド させ 、 


②AC ア ダ プ ター の ブラ グ を 充電 翌 背面 の 


ジャ ッ ク に 援 続 し ます 。 


ACGC ア ダ プ ター を 家庭 用 コン セン ト AC100V に 接続 し ます 。 


受信 機 を 充 第 認 の ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 


充 皿 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点灯 し ます 。 


⑤ 売 電 が 完了 する と 、 結 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


條 注意 


玉 使 用 環境 ・ 打 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで く 


(Q) だ さい 。 叶 流 害 を 与え た ち 、 受 けた り 


する こと が あり ます 。 
温度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 


遂 し の 悪い 場所 に は 周 か な いで くだ さ 赤 因 と な る こと が あり ます 
い 。 火災 ・ 破 電 ・ 故 陣 の 原 回 と な る こと 
が あり ます 。 

軒 保 守 ・ 京 検 


ぐら つい た 人 台 の よ や 任 い た 所 、 振 動 の 多 


Q い 場 所 に は 置か が な いで くだ さい 。 折 ち た 


り 、 倒 れ だ り し て けが の 原因 と な る こと 
が あり ます 。 

直 笛 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 
吹き 出し 口 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 


Q 場所 に は 計 か な いで くだ さい \。 内 部 の 避 


度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 
し た り 、 火 光 の 原因 と な る こと が あり ま 
す 。 


負 理 台 や 加湿 器 の そば な ど 油 糧 や 湯 穫 が 
当たる よう な 場所 に は 置か な いで くだ さ 
い 。 次 災 ・ 感 電 ・ 故 薄 の 原因 と な る こと 
が あり ます 。 


罰 受 信 機 本 体 の 取り 扱い に つい て 


アン デ ナ を 誤っ て 目 な ど に 記さ な いよ う 
に し て くだ さい 。 


イヤ ホン 端子 に は 付 態 品 ま た は オブ 
ショ ン の イヤ ポン 以外 は 控 続 し な い 
で くだ で で さい 。 故 障 の 原因 と な る こと 
が あり ます ず 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 の 


⑲ た め 必 ず 本 体 の 旬 源 を OFF に し て 、 辻 


油 を 取り 外し 、 充 電 語 を ど ご 使 用 の 場合 は 
ACG アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 
いて くだ さい 。 


衡 胡 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 改 障 
の 畑 合 は 、 保 証 対 旬 外 に な り ま す 。 


還 充 電器 の 取り 扱い に つい て 


充電 器 の AC アダ プター を 抜く と き は 、 
コー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい い 。 火 
人 災 ・ 感 電 ・ 故 幅 の 原因 と な る こと が あお 
り ま す 。 必 ず AG アダ プター を 持っ て 抜 
いて くだ さい 。 


充 加 回 の AE アダ ブタ ー を 句 器 具 に 近 づ 
け な い で くだ さも 火災 ・ 感 電 ・ 故 全 の 


お 手入れ の 交 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 
二 源 を OFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 
充電 語 を ご 使 必 の 場合 は 、AC アダ プター 
を AD コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


本 体 や 移 電 器 の ケー ス は 、 聞 け な いで く 
だ 合い 。 け が ・ 科 回 ・ 故 障 の 原因 と な り 
ます 。 内 部 の 記 検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス セン ダー に 
で 依 天 く だ さい 。 

汚れ た 場合 は 菜 ら か いき れい な 店 で 乾 拭 
寺 し て くだ さい 。 

ペ ベンジン, シン ナー、 ア ルコ ゴー ル 、 流 衣 
な ど を 使う と 外 送 や 文字 が 変 外 す る 世 れ 
が あり ます 。 

洗浄 剤 な ど を 直接 無線 胡 に 吹き 付け な い 
で くだ さい 。 

科 器 内 部 に 浸透 し 故障 の 原図 と な り ま 
す 。 


製造 番号 ラベ ル を は が さ な い で くだ さ 
い 。 

缶 洛 番 同 が わか ら な いと 保 生 サー ビス を 
お 受け 頂く こと が で きま せん 。 


イヤ ホン の ケー ブル は 、 時 々 連 く 混 ら せ 


た 負 で 拭い て くだ さい 。 汗 は ケー ブル を 
劣化 証 せ る 原因 に な り ま す 。 


Copyright resgrved. AinCorInC. 
Printed in China. 


ツイ ン 連 結 充 電器 (EDC-186A/H) の 使用 方 法 ……… 


連結 充 釧 する と ぎ は 、 必 ず 連 結局 AC ア ダ 
プター (EDC-182) が 必要 で す 。 
最大 で ら 台 寅 結 し 、 受 信 機 を 最大 10 台 同 
時 に 充電 する こと が で きま す 。 


EDC-186A/ 有 H 


画 隊 志 物 還 不 お 人生 の に スラ ① 充 量 ス タン ド どう し を 之 絡 し ます 。 ロッ ク 
本 提 に 抹 用 され て いる 電波 は 四 人 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 根 的 、 ま た は 山 や 琶 寺 の 了 守 物 が あ he を FRI に スコ イド の きく 家 0 AC ア ダ プター ※ 受 恒 拉 の 評 天 は AC ア ダブ プター レバ ー が 同定 され て いる こと を 確認 し て く 
る と 通信 で きる 呈 交 が 短く な り ま す 。 < RRB SE 

一 バッ テリ ー セ ー ブ ② 電 池 を 装 六 す る 。 EE ま S @ 充 加 ス タン ド 京 面 の コネ クタ を 接続 し ます 。 


電池 の 消 笑 を 防ぐ 撮 能 で す 。 妥 層 待ち 受け 状 事 で 約 8 秒間 キー 操作 が な いと この 機能 が 動作 し ます 。 
僧 号 を 受信 する か キー 操作 が お こ な わ れる と ー セ ー ブ は 解除 され ます 。 

N \ に を 人 お る と の 始め が 途切れ る 場合 が あり ます が 異 串 で は あ 

時 震 池 に つい て 

市 販 の 単 三 形 充 電池 は ご 使用 に な れ ま せん 。 

電圧 、 容 野 、 寸 法 な どの 仕 棚 が 喘 社 製品 と 合わ な い お そ 了 れ が あり 、 故 必 の 原因 と な り ま す 。 

アル カリ 間 電 池 の 使用 を お 勧め し ます 。 マ ン ガン 昌 電 池 は 容量 が 小さく 使 用 可能 時 間 が 短く な り ま す 。 
較 第 三 者 に よる 傍受 

電波 を 使用 し て いる 関係 上 、 舞 線 和 問 の 通話 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻止 する こと は で きま せ 

ん 。 そ の た め 機 軸 を 要する 曽 店 な 通話 に 使用 ずる こと は お 拓 め で きま せん 。 

置 グル ー プ トー ク 機 能 に つい て 

従 科 製 品 と グル ー プ トー ク に よる 通話 を お こ な っ た 具 、 会 話 が 途切れ る こと が あおり ます 。 


この よう な 類 合 は 映 社 ホー ムペ ー ジ に 記載 し て ある 『 ト ー ン マー ジン 拡張 」 操作 を お こない 通話 を 
お 試し くだ さい 。 


市 販 の 単 三 形 乾電池 また は 、 ニ ッ ケ ル 水 水 充 
電池 (EBP-179) を 内 側 の 「 二 一] の 家 
示 に し た が っ て 閉 氷 し ます 。 


@ 二 池 カ バー を 取り 付け る 。 
電池 カバ ー の ゅ マー ク と 本 体 の 4 マー ク な 合 
わせ て 上 仙 ① に スラ イド させ 、 ロ ッ ク カ バー 
を 矢印 の 方 向 る に スラ イド させ ます 。 きち ん 
と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


⑧AC ア ダブ プター の コネ クタ を 、 端 の 充電 ス 
タン ド の コネ クタ に 接続 し ます 。 


④AC ア ダブ ター な 宗 庭 用 コン セン ト AC10 
DOV に 接続 し ます 。 


@ 受 借 欄 を 充電 器 の ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 


⑯ 充 吉 が 完了 する と 、 緑 色 ラ ンプ が 点灯 し ま 
り フ レッ シュ ボタ ン す 。 


AC ア ダブ プター 
(EDC-168》 


・ 受 手機 か ら 取 り 外 し て 充 器 池 の み を 充 時 する こと も で きま す 。 

・ 本体 及び 充電 器 の 端子 は と きど き 彰 い た 布 で 掃除 し て くだ さい 。 汚れ て 
いる と 拉 館 不良 の 原因 と な り ま す 。 

・ 充 吉池 が 異常 の 場合 、 赤 色 ラ ンプ が 点 波 ( 


ラー) し ます 。 


多 寺 始 を 秋吉 する タン 
が あり ます が 異 整 で は あり ませ ん 。 


5rq 


設定 スイ ッ チ RT TTY 


別売 の 送信 機 DJ-TX81 と 組み 合わ せ て ガイ ド シ ス テム を 構成 する こと が 天目 ーー 初期 億 
で きま す 。 
中 継 用 の B18ー て BB9 チ ャ ン ネ ル を 選択 する と DJ-TX31 の 送信 出力 が 自 グル ー プ (トー ン ) 設 定 OFF、1- フ OFF 
動 的 に ロー バ パワー (1mW) と な り 、3 分 制限 の 無い 連続 通話 が お こ な え 3 
ます 。 4 ニー | 詞 
7 ー の) 5 | ビー プ 音 (キー 操 作 音 、 各 種 ア ラー ム 童 ) | ON 
中 継 チ ャ ン ネ ル (421MHz 帯 ) が 送信 可能 な 特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー B | コン バン ダー( バ パッ クノ イズ 低減 ) | ON 
を 送信 機 と し て 使用 する こと も で きま す 。 ラ 三 呈 
四 PHP Po 8 | 音 華 値 保存 DFF 
9 | BS8( バ ッ テ リ ー セ ー ブ ) ON [ 
PR raiiepri 10 | 電 介 選択 (アル カリ 乾電池 / ニ ッ ケ ル 水 充 電池 ) | アル カリ 吉 二 池 | 
送信 機 が DJ-R1Q00D/D ロ J-P24 の 場合 べら im 敢 RT FTT 項 目 初期 人 、. 山 定 ス イッ チ ら | 
送信 濾 を モー ド 「3]、 周 波数 青 「B」 に 設定 し 、 セ ッ ト モ ー ド で 寺 送 信 (ロー パワ 四 語 
づ す 」 Ss 加 コ 
次 に 自動 接続 手順 般 除 機能 で OFF を 選択 し 、 チ ャ ン ネ ル を b12 一 Dog の 鐘 回 で 本 機 チャ ン ネ ル 説 定 B1g 較 還 還 
と 合わ せま す 。 グ ルー プ ト ー ク 機能 (グル ー プ 番号 ご 7 まで ) な 使用 する こと も で 還 
きま す 。 軸 
B | 交 告 / 中 細 選択 | 店 拉 加計 
次 部 の 名 前 と は た らき 
前 面部 人 條 こ に ドド < な TI TYP 各種 機能 に つい て の 詳し い 内 容 は 、 名 社 ホー ムペ ー ジ を ど ご覧 くだ さい 。 
前 面部 |eg http//www.8linCa.cojp/ 一 拉 部 」 一 「 ダ ウン ロー ド 1 和 
アン テ ナ に 
[  : アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 基本 操作 
いま す 。 
た : 本 機 の 基本 と な る 採 作 方 法 を 説明 し ます 。 
に に に に ニー 
交互 通 語 ……… TFT TTY PTY 
電源 ラン プ トト ー ーッ レルム ( ア ッ プ ) キ ー 


還 交 互 通話 用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス の 山 方 の 20 チ ャ ン ネル を 搭載 し て いま す 


の だ め 、 スピ ー カ ー を 搭 
用 くだ さ し 


に AM 1 
す 。 | 
電池 残 劉 が 少な く な る と 点 [| | 
基 し ます 。 


| | 音 選 を 上 げ る と き に 押し ます 。 


ヤマ (ダウン) キー 


吉 源 スイ ッ チ ーーーーー 音量 を 下げ る と き に 押し ます 。 


す 2 に スラ ィ Fed 則 H 間 lo 間 隅 章 陳 上 le lll lB04 加 聞 er 
外部 イヤ ホン 映子 (@3.5) 開 遇 加 凍 則 p 間 間際 
人 ) ぉ 時 スト ラッ プ り 人 9 け 用 ヒン ジ 上 


イヤ ホン 包 線 失 和 機 
電源 起動 時 に イヤ ホン が 断 線 し て いな いか 自動 で 検 燥 を お こない ます 。 
も し 世 線 し て いれ ば 、 ラ ンプ が 赤色 と 緑色 に 交互 点 注 し て 異常 で ちる ご 


で 注意 くだ さい 。 


・ ス イッ チ の 切り 奉 え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い くだ さい 。 
ナイ フ の よう な 鋭利 な も の で は 、 ス イッ チ を 破 失 し 、 故 障 の 原因 


| と な り ま す の 


・ 無効 な 組み 合わ せ ( 設 定 ) の 場合 は 、「LO 1] と な り ま す 。( 芋 計 お 苦 ス イッ チ が ON 時 ) 


と を お 知ら せ し ま す 。 


恒 吉 源 を 入れ る 


起源 スイ ッ チ を 矢印 の 方 向 に スラ イド させ ます 。 
電源 ラン プ が 赤く 点 燈 し ます 。 


半音 旦 を 調整 する 


!A/ マ ] キー を 押す 。 


キー を 押す と 、「 ビ ピッ 」 と いう 音 が 聞 と えま す の で 適切 
な 音量 に 調 可 し て くだ さい 。 


音量 調整 は 0 て 30 の 31 段階 で 、 初 期 状態 は 「10」 に 
こ 設定 され て いま す 。 
③- 朋 コー ベル トク リッ プ 取 り 付 け 穴 キー を 押し 続け し て 和音 飼 が 切り 替わり ます 。 
(オプション) [ノン Y] キ ー な | 


ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 


向 ヘ へ スラ イド させ て 取り 
外し ます 。 


電池 スロ ッ ト 
再 販 の 旧 


湯 池 また は 電波 を 受信 する と イヤ ホン か ら 相 議 の 声 が 聞こ えま す 。 


ニッ ケル オ 電池 (EBP- き ッ チ ら 

179) を 搬 し ます 。 に NEP 聞 設定 する と き に 相生 符 に は テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー 本 能 が 法寺 れ て お り 受 穫 父 了 陸 の 「 ザ ッ ] と いう ノイ 
4 Me ズ が 径 滞 れ て いま す 。 6 
合用 しま 93 (デー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー 鉛 能 を 域 刺し た 畠 器 問 の 遥 話 に お いて の み 有 効 ) 


中 継 通 信 お よび ガイ ド シ ス テム 用 ……………… ice462ceu2Sios 
送信 機 DJ-TX31 と 組み 合わ せ て ガイ ド シ ス テム を 構成 する 場合 は 中 継 用 チャ ン 
ネル を 使用 し ます 。 双 方 の チャ ン ネ ル を 同じ も の に 設定 し ます 。 

B12 Ba9 を 選択 し た 場合 に は 送信 機 DJTX31 の 送信 出力 は ロー バ パワー 
(1mW) に 下がり ます が 、3 分 制限 の な い 連 続 通 話 が お こ な え ます 。 


直接 の 通信 で は 電波 の 届か な い 場 所 に いる 相手 の 電波 を 中 継 器 を 介し て 受信 する 
こと が で きま す . 別途 弊社 製 の 中 継 器 対応 トド ランシー バー と 中 継 器 が 必要 で す 。 


男 中 絶 通 信 お よび ガイ ド シ ス テム 用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 2 ア チャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


還 員 y 問 遇 he 町 y 隊 he 


の で ご 注意 くだ さい 。 
・ 無効 な 組み 合わ せ ( 設 定 ) の 場合 は 、FB 19」] た な り ま す 。( 右 半 番 スイ ッ チ が OFF 時 ) 


グル ー プ トー ク 機 能 (設定 スイ ッ ツチ 1)… ぐ eeett 


この 設定 を 行う と 、 同 じ グ ルー プ 番 号 が 設定 され た 電波 を 受信 し た と きだ け 
イヤ ホン がら 音声 が 聞こ えま す 。 


置 グ ルー プ 番 号 の 設定 
グル ー プ 克 号 は 、 1ー ア まで の 7 種類 で す 。 


runpndan an. 


遇 BUM 間 タルー フ あ な し 


FtrOertrrtrrrtrtrrr 


LPJn rrnLnL LQELr.o。 


ルーフ 電 4 


Trvrrrrrn ア 


BUHiHEHHH ク ルー プ W1 


Rn_RLLnLBLnrtn 


HLー フ mgs 


Hrtrrrprrmrtrrrt 


annndn napn、 


月 タ ー フ me 


遇 則 L 則 因 ー フ 97 


Tryrsrmrrg で ー 


グル ー プ 番号 2 


HH 吊 ー プ mas 


・ 他 の 弊社 器 ト ラン シー バー の グル ー プ 番号 ]…7 と 共通 で す 。 
・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと が あり ます 。 


le 


減 電池 表示 ……… TYP FTYTTYYYYTYYTP YYY TTY RYTYKYTY て TTPP 


電池 の 残 量 が 少な く な る と 、 法 色 ラ ンプ が 点滅 し ます 。 赤色 ラン ブ が 点 注 し まし 
た ら 、 乾 電池 を 交換 また は ニッ ケル 水 索 充 電池 を 充電 し て くだ さい 。 


た き な 斉 が 喝 る と 電源 が 切れ る 』「 オ ン オ フ を 紹 り 返す 」 な どの 症状 が 出 た 場合 
も 電池 の 消耗 が 考え られ る た め 、 新 し い 箇 過 と 交換 また は ニッ ケル 水 案 充 電池 


を 充 叶 し て くだ さい 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 


抽 肖 1 癌 :】 還 放 - 側 計 HH 
電源 が 入ら な い 。] 吾 池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
ニッ ケル 水素 充電 池 を 充 起 し て く 
だ さい 。 
電池 の 入れ 方 が 問 違っ て い | 電 党 を 正しく 入 了 直し て くだ さい 。 
る < 
音 が 出 な い 。 音 星 が 低 す ぎる 。 適切 な 音 最 に 調整 し て くだ さい 。 
受 合 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
グル ー プ 普 号 が 違う 。 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て くだ さい 。 
担 手 と 距離 が 離れ すぎ て い | 場所 を 移動 し て 通信 し て くだ さい 。 
る 。 
充 宮 し な い 。 充 患 端子 が 汚れ て いる 。 充電 英子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 
取っ で くだ さい 。 
ニッ ケル 水 朱 充電 池 が 正 し | ニッ ケル 水 茶 元吉 池 を 正しく 入れ 
く 装 着 さ れ て いな い 。 恵 し て くだ さい 。 
再 間 2 旬 池 條 提 し て い | 専用 の 充電 池 を 使用 し て くだ さ 
い 。 い 。 


電池 が 消 耗 し て いる と まれ に 誤動作 する こと が あり ます 。 ニッ ケル 水 索 充電 池 を 充 重 
も し く は 新しい 量 池 に 交換 し て くだ さい 。 


生産 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な り 、 修 理 が で き な い 場合 も あり ます の で ご 


了承 くだ さい 。 


補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生産 終了 後 5 年 で す 。 


ーー 
オプ ショ ン 一 覧 

ニッ ケル 水 薄 売 曰 池 (1.2V 900mAh) 

シン グル 充電 器 セ ッ ト 

ツイ ン 加 結 充電 忠 セ ッ ト 

ツイ ン 台 結 充 第 スタ ンド 

AC ア ダブ ター (EDC-185A/ 18BA 付 冊 品 の スペ ア ) 

ツイ ン 連 結 充電 器用 AC ア ダブ ター 


EBP-178 
EDC-185A 
EDC-186A 
EDC-186R 
EDC-139 
EDC-16 ら 
EME-6 
EME-26 
EME-S0 
EBC-28 


イヤ ホン 


カー ルコ ー ド イヤ ホン 
耳 か が け 式 イヤ ボン (DJ-RX31 付属 ) 
ネジ 付き ベル トク リッ プ 


レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 421.8125 41.9125MHz 
422.8000… 4288.3000MHz 


ビジ ネス チャ ン ネ ル | 421.5750… 42} プ 875MHz 
488.0500 … 422.1750MHz 


F3E(FM) 


-]1 4dBu (18dB SINAD) 


5OmW 以 上 (8Q 負 和 荷 時 ) 


DG 1.5V 


-10C ン +50C (但し 充 宮 は OC … +40C) 


58.8(W) X73.8(H) x 1 4.6(D)mm( 突 起 物 除 く ) 


約 64g ( 単 三 形 乾 電池 含 お ) 


・ 仕様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が め り ま す 。 

・ 本寺 の 説明 朋 イ ラス ト は 、 実 物 と は 宇 体 や 形状 が 異な っ た り 、 一 部 の 表示 を 沸 略 し て 
いる 場合 が あめ り ま す 。 

・ 本 置 内 部 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転 温 す る こと は 禁止 さ れ て いま す 。 


| 


